
筑波大学と薬ゼミの医師・薬剤師が

完全監修したプログラム

少人数制のため質の高い

学習コミュニティで学べる

臨床推論（頭痛・腹痛・風邪など）

検査所見の解析が全て学べる

薬学ゼミナール生涯学習センターと筑波大学　前野哲博先生が設計する

薬剤師人生を成功させるための短期集中ゼミ

2026年度「Ph2030プログラム」開講！

薬学ゼミナール生涯学習センターと筑波大学 前野哲博先生が研修設計した、6か月に及ぶゼミ型の集中講座「Ph2030プログラム」が

今年も開講されます。このゼミでは、2030年までに必要な薬剤師の普遍的かつ本質的なスキルを学習します。

最高の学習環境を用意

● 反転学習で確実に知識を定着させることができます
アウトプットを重視したプログラムで、現場での応用がすぐに可能。
また、Ph2030 ゼミ専任メンターを配置し、プログラム以外での質問対応などのきめ細かいサポートを行います。

● 薬剤師の領域を広げ、医師の思考、マネジメントを体系的に学べます
医師との共通言語を学ぶことで、お互いにとって適切な提案ができるようになります。そのため、講座は医療の専門知識だけでなく、
コミュニケーションや問題解決のための志向などが学べるプログラムとなっています。

● 学び続ける力を手に入れることができます
事前学習、ディスカッションを交互に繰り返すことで、薬学知識の習得はもちろん、ゼミ卒業後も活用できる「勉強をする習慣」を
身につけることができます。

Ph2030プログラムの流れ

Ph2030プログラムは、医師たちとの共通の言語や思考を学習することで薬剤師の視野を広め、視座を高めることを目的として

います。基礎的なスキルとして、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力の向上、専門的なスキルとして、臨床推論( 頭痛、

風邪、腹痛、動悸など )、糖尿病のトータルマネジメント、検査所見の解析、臨床倫理学が学べる幅広い内容となっています。
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業界で活躍する医師・薬剤師の講師陣
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地域医療教育学教授/附属病院　総合診療科
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●受講期間　2026年7月5日（日）～2027年3月31日（水）

●募集人数　先着20名限定

●受 講 料 　定価80,000円（税込み）

　※10月3日（土）からの1泊の宿泊費用も含みます（交通費は自己負担）

●出席できなかった場合の講座については、課題提出等で対応可能

　（★講座については出席必須。状況によりご相談可能）

●全講座受講でG13の薬剤師認定単位：22単位取得可能

　

Ph2030プログラム詳細

Ph2030プログラム　第４期生募集！

お問い合わせ
一般社団法人薬学ゼミナール生涯学習センター　受付係

info@yakuzemi-shougai.jp

お申込み
コチラのQRコードより

お申し込みください

受講者の声

・偏った科の処方を受けている日常だったが、他科に付随する勉強をする機会ができて本当に充実した1年になった

・意識の高いメンバーからとても刺激を受けた

・知識の場を広げて服薬指導スキルを高めることができた

・医師へのプレゼンテーションでスムーズなやり取りができるようになった
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